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医療機器産業ビジョン策定後の５年間の変化と新ビジョン策定の考え方

グローバル競争の激化
と国際競争力の低下
・内外価格差問題
・輸入依存度の上昇

背 景

１

より優れた、より安全性の高い
我が国発の
革新的医療機器の開発

世界の患者の保健医療水準の向

上に寄与

医療機器企業
自らの努力 国としての支援

（革新的医療機器創出のための集中期間（2008～2012年））

このままでは、
我が国の医療
機器産業の国
際競争力が更
に弱体化

・ 医療機器を「医療技術」として着目

・ 医療機器産業の現状と課題について分析

・ これらについて産業界と認識を共有

・ 各企業に対して国際競争力強化のための行動を呼びかけ

・ 国としても支援策をアクションプランとして提示

医療機器産業

ビジョン

環境の変化
に対応して、
更に国際競
争力を強化
することが
必要 新医療機器・医療技術

産業ビジョンの策定

医療機器市場の成長

研究開発費の増加

企業の海外進出
国際競争力指数は
横ばい

アジア市場の急成長

少子高齢化

人口減少

医師不足及び医療
事故への対策

前回ビジョン策定後の５年間の変化

・魅力ある医療機器開
発環境の実現

・国際競争力の強化


